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スイッチモデル
Cisco Catalyst 9200シリーズスイッチは、モジュラ型（C9200）と固定型（C9200L）のスイッ
チモデルで構成されます。使用可能なすべてのCiscoCatalyst 9200シリーズのスイッチとサポー
トされている機能を次の表で説明します。

表 1 : C9200Lスイッチモデルと説明

説明スイッチモデル

スタック型 24x1G PoE+ポート、4x1G SFP固定アップリン
クポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-24P-4G

スタック型 24x1G PoE+ポート、4x10G SFP固定アップリ
ンクポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-24P-4X

スタック型24x1Gポート、4x1GSFP固定アップリンクポー
ト、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80を
サポート。

C9200L-24T-4G

スタック型 24x1Gポート、4x10G SFP固定アップリンク
ポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80
をサポート。

C9200L-24T-4X
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説明スイッチモデル

スタック型 48x1G PoE+ポート、4x1G SFP固定アップリン
クポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-48P-4G

スタック型 48x1G PoE+ポート、4x10G SFP固定アップリ
ンクポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-48P-4X

スタック型48x1Gポート、4x1GSFP固定アップリンクポー
ト、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80を
サポート。

C9200L-48T-4G

スタック型 48x1Gポート、4x10G SFP固定アップリンク
ポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80
をサポート。

C9200L-48T-4X

スタック型 8マルチギガビットイーサネット PoE+ポート
および 16x1G PoE+ポート、4x10G SFP+固定アップリンク
ポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80
をサポート。

C9200L-24PXG-4X

スタック型 8マルチギガビットイーサネット PoE+ポート
および 16x1G PoE+ポート、2x25G SFP28固定アップリン
クポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-24PXG-2Y

スタック型 12マルチギガビットイーサネットPoE+ポート
および 36x1G PoE+ポート、4x10G SFP+固定アップリンク
ポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、StackWise-80
をサポート。

C9200L-48PXG-4X

スタック型 8マルチギガビットイーサネット PoE+ポート
および 40x1G PoE+ポート、2x25G SFP28固定アップリン
クポート、電源スロット 2つ、固定ファン 2つ、
StackWise-80をサポート。

C9200L-48PXG-2Y

PoEを部分的にサポートするスタック型 48x1G PoE+ポー
ト、4x1G SFP固定アップリンクポート、電源スロット 2
つ、固定ファン 2つ、StackWise-80をサポート。

C9200L-48PL-4G

PoEを部分的にサポートするスタック型 48x1G PoE+ポー
ト、4x10G SFP固定アップリンクポート、電源スロット 2
つ、固定ファン 2つ、StackWise-80をサポート。

C9200L-48PL-4X
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表 2 : C9200スイッチモデルと説明

説明スイッチモデル

スタック型 24x1G PoE+ポート、アップリンクポート用
4x1Gおよび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロッ
ト 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサ
ポート。

C9200-24P

スタック型 24x1G PoE+ポート、アップリンクポート用
4x1Gおよび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロッ
ト 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサ
ポート。

C9200-24PB

スタック型 24x1Gポート、アップリンクポート用 4x1Gお
よび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロット 2つ、
現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサポート。

C9200-24T

スタック型 48x1G PoE+ポート、アップリンクポート用
4x1Gおよび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロッ
ト 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサ
ポート。

C9200-48P

スタック型 48x1G PoE+ポート、アップリンクポート用
4x1Gおよび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロッ
ト 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサ
ポート。

C9200-48PB

スタック型 48x1Gポート、アップリンクポート用 4x1Gお
よび 4x10Gネットワークモジュール、電源スロット 2つ、
現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160をサポート。

C9200-48T

スタック型 8マルチギガビットイーサネットおよび 16x1G
PoE+ポート、4x10G、2x25G、および 2x40Gネットワーク
モジュール（アップリンクポート用）をサポート、電源ス

ロット 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160を
サポート。

C9200-24PXG

スタック型 8マルチギガビットイーサネットおよび 40x1G
PoE+ポート、4x10G、2x25G、および 2x40Gネットワーク
モジュール（アップリンクポート用）をサポート、電源ス

ロット 2つ、現場交換可能なファン 2つ、StackWise-160を
サポート。

C9200-48PXG

PoEを部分的にサポートするスタック型 48x1G PoE+ポー
ト、アップリンクポート用 4x1Gおよび 4x10Gネットワー
クモジュール、電源スロット 2つ、現場交換可能なファン
2つ、StackWise-160をサポート。

C9200-48PL
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前面パネルのコンポーネント
この項では、Cisco Catalyst 9200シリーズスイッチの前面パネルのコンポーネントについて説
明します。

•次のいずれかのタイプのダウンリンクポート x 24または x 48

• 10/100/1000

• 10/100/1000 PoE+

• 1G/10Gアップリンクポート

• USBタイプ Aストレージポート

• USBミニタイプ Bコンソールポート

• LED

•ブルービーコン

Catalyst 9200シリーズスイッチは、縁の外観がわずかに異なることがあります。（注）

C9200Lスイッチの前面パネル

USBタイプ Aストレージ
ポート

5ブルービーコン（UIDボタ
ン）

1

10/100/1000 PoE+ポート6Modeボタン2

固定アップリンクポート7ステータス LED3

USBミニタイプB（コンソー
ル）ポート

4
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C9200スイッチの前面パネル

USBタイプ Aストレー
ジポート

4ブルービーコン（UIDボ
タン）

1

10/100/1000 PoE+ポート5Modeボタン2

アップリンクポート搭

載のネットワークモ

ジュール

6USBミニタイプ B（コン
ソール）ポート

3

10/100/1000ポート
10/100/1000ポートでは、イーサネットピン割り当てのRJ-45コネクタを使用します。最大ケー
ブル長は 328フィート（100 m）です。100BASE-TXおよび 1000BASE-Tトラフィックでは、
カテゴリ 5以上のツイストペア（UTP）ケーブルが必要です。10BASE-Tトラフィックでは、
カテゴリ 3以上のケーブルを使用できます。

PoEおよび PoE+ポート
PoEポートおよび PoE+ポートは、次の機能を提供します。

• PoE/PoE+ポート：IEEE 802.3af準拠の受電デバイス（ポートあたり最大 15.4 Wの PoE）
のサポート、および IEEE 802.3at準拠の受電デバイス（ポートあたり最大 30Wの PoE+）
のサポート。

•シスコ独自規格の受電デバイスのサポート。

•機能拡張された電力ネゴシエーション、電力予約、ポート単位の電力ポリシングなど、シ
スコのインテリジェントな電源管理機能に対する構成可能なサポート。

1つのポートで使用可能な PoE電力および PoE+電力を定義する電源マトリクスについては、
電源モジュール（12ページ）を参照してください。PoE回路は、IEC/UL 62368-1 Annex Qの
有限電源（LPS）の制限を満たすように評価されています。クラス ES1、PS2としても評価さ
れています。
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マルチギガビットイーサネットポート

マルチギガビット（mGig）イーサネットポートは、スイッチポートで複数の速度を自動ネゴ
シエートするように設定できます。ポートは、カテゴリ 5e（Cat5e）ケーブルで 100 Mbps、1
Gbps、2.5 Gbps、および 5 Gbpsの速度をサポートし、カテゴリ 6（Cat6）およびカテゴリ 6A
（Cat6A）ケーブルで最大 10 Gbpsをサポートします。Cat6ケーブルでの 10 Gbpsは、最大 55
mの距離に制限されます。10GBASE-Tの場合、Cat6aは 10Gbpsの送信時に最大 100mをサポー
トできます。ケーブルの追加の帯域幅要件により、最適なパフォーマンスを得るための追加の

制限があります。これらの制限には、ケーブルリーチ、ケーブルバンドリングパラメータ（各

ケーブルのきつさ、周波数、ケーブル数、速度）、およびケーブル終端の品質などが含まれま

す。

相互運用性に関する 802.3チャネル要件では、通常、ケーブルの到達距離は 100 mに制限され
ますが、他の要因によってこの到達距離が短くなる場合があります。また、Cisco UPOEおよ
び Cisco UPOE+とデータ整合性の両方について、合計 100 mには、合計 10 mを超えるより線
またはパッチケーブルを含めないでください。したがって、100 mのリンクには適切なカテゴ
リの最大 2本の 5 mパッチケーブルと、90 mのプレナムまたはライザー（つまり、硬い銅の
芯線）ケーブルが通っていると想定されます。ケーブルの被覆に関するTIAガイダンスに従っ
ていることを確認します。

10 Gbpsリンクと 5 Gbpsリンクの適切なケーブルテスタを使用して、リンク全体をテストする
ことをお勧めします。ただし、リンクがケーブルテストに合格した場合でも、バンドル内のア

グレッサやケーブルの物理的な障害が原因でエラーが発生することがあります。バンドル制限

の例として、5Gbpsの cat5eケーブルでは、合計 45mのバンドル長のみがサポートされます。
残りの 55 mはバンドルされていません。バンドルについては、シスコのガイドラインおよび
データネットワーキング機器の設置およびメンテナンスに関するベストプラクティスに従って

ください。バンドルされたセクションでは、1〜 2 mごとにマジックテープを使用することを
推奨しています。

ネットワークギアをアップグレードするが、既存のケーブル設備を再利用する場合、2.5 Gbps
を超える速度では、従来の Cat5eチャネル仕様では 100 mのフルリーチがサポートされないこ
とに注意してください。5 Gbpsのリンク速度を確保するには、Cat6aケーブルを使用すること
を推奨します。詳細については、 https://archive.nbaset.ethernetalliance.org/library/white-paper-2/
にアーカイブされている、イーサネットアライアンスと統合された NBASE-Tアライアンスの
ホワイトペーパーを参照してください。

マルチギガビットポートは、半二重モードをサポートしていません。全二重モードを使用して

ください。

（注）

管理ポート

管理ポートは、MicrosoftWindowsを実行しているPCまたはターミナルサーバにスイッチを接
続します。

•イーサネット管理ポート。イーサネット管理ポート（15ページ）を参照してください。
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• RJ-45コンソールポート（EIA/TIA-232）。RJ-45コンソールポート（15ページ）を参照
してください。

• USBミニタイプ Bコンソールポート（5ピンコネクタ）。

10/100/1000イーサネット管理ポート接続では、標準 RJ-45クロスケーブルまたはストレート
ケーブルを使用します。RJ-45コンソールポートの接続には、付属の RJ-45/DB-9メスケーブ
ルを使用します。USBコンソールポート接続では、USBタイプA/5ピンミニタイプ Bケーブ
ルを使用します。USBコンソールインターフェイス速度は、RJ-45コンソールインターフェ
イス速度と同じです。

USBミニタイプ Bポートを使用する場合は、（Microsoft Windowsでの動作のため）コンソー
ルに接続されたすべての PCに Cisco Windows USBデバイスドライバをインストールする必要
があります。Mac OS Xと Linuxには、特別なドライバは必要ありません。

4ピンミニタイプ Bコネクタは 5ピンミニタイプ Bコネクタと似ていますが、これらに互換
性はありません。5ピンミニタイプ B以外は使用しないでください。

図 1 : USB Miniタイプ Bポート

次の図は、5ピンミニタイプ B USBポートを示しています。

Cisco Windows USBデバイスドライバでは、Windowsの HyperTerminalの動作に影響を与える
ことなく、USBケーブルをコンソールポートに接続または接続解除することができます。

コンソール出力は、常に RJ-45および USBコンソールコネクタの両方に送られますが、コン
ソール入力は、一方のコンソールコネクタだけがアクティブになります。USBコンソールは、
RJ-45コンソールよりも優先されます。ケーブルが USBコンソールポートに接続されている
ときは、RJ-45コンソールポートが非アクティブになります。逆に、USBケーブルを USBコ
ンソールポートから取り外すと、RJ-45ポートがアクティブになります。

コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、非アクティブタイムアウトを設定でき
ます。これを設定すると、USBコンソールがアクティブになっている場合、指定された時間内
にUSBコンソールで入力アクティビティが発生しないと、RJ-45コンソールが再度アクティブ
化されます。

非アクティブが原因で USBコンソールが非アクティブ化された後は、CLIを使用して再アク
ティブ化できません。USBコンソールを再アクティブ化するには、USBケーブルを取り外し
て再接続してください。CLIを使用して USBコンソールインターフェイスを設定する方法に
ついては、『Software Configuration Guide』を参照してください。

USBタイプ Aポート
USBタイプ Aポートは、外部 USBフラッシュデバイス（サムドライブまたは USBキーとも
呼ばれる）へのアクセスを提供します。

このポートは、128 MB～ 8 GBの容量の Cisco USBフラッシュドライブをサポートします。
ポート密度が 128MB、256MB、1 GB、4 GB、および 8 GBのUSBデバイスがサポートされま
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す。スタッキングを組み合わせると、スタック内の任意のスイッチに挿入された USBキーか
らスタック内の他のスイッチをアップグレードできます。Cisco IOSソフトウェアは、フラッ
シュデバイスに対する標準ファイルシステムアクセス（読み取り、書き込み、消去、コピー）

を提供するとともに、フラッシュデバイスを FATファイルシステムでフォーマットする機能
を提供します。

また、緊急時のスイッチリカバリとして、USB自動アップグレード機能を使用して、USBド
ライブのコンフィギュレーションとイメージで内部フラッシュを自動アップグレードすること

ができます。この機能では、内部フラッシュに利用可能なブート可能イメージとコンフィギュ

レーションがあるかどうかを確認し、いずれもない場合は、USBドライブのブートイメージ
とコンフィギュレーションを確認します。ブートイメージとコンフィギュレーションが使用可

能な場合、再起動のためにフラッシュにコピーされます。

アップリンクポート

Cisco Catalyst 9200シリーズスイッチは、固定アップリンクとモジュラ型アップリンクの両方
をサポートしています。C9200スイッチモデルは、ホットスワップ可能な 1つのモジュラ型
アップリンクをサポートします。このモジュラ型アップリンクには、他のデバイスへ接続する

ためのアップリンクポートがあります。

C9200Lスイッチモデルの固定アップリンクポートは、次の種類のトランシーバモジュールを
サポートします。

• 1G SFPモジュールをサポートする 4x1Gポート。

• 1G SFPモジュールまたは 10GSFP+モジュールのどちらかをサポートする 4x10Gポート。

• SFP28モジュールをサポートする 2x25Gポート。

サポートされる Cisco着脱式トランシーバモジュール（SFP、SFP、SFP28、QSFP+モジュー
ル）については
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html
の「Cisco Transceiver Modules Compatibility」の情報を参照してください。

トランシーバモジュール（アップリンク）の設置については、Cisco着脱式トランシーバモ
ジュールの取り付けを参照してください。

（注）
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図 2 :ネットワークモジュール C9200-NM-4G

LED2モジュールスロット1

次の表に、4x1G、4x10G、2x25G、2x40Gスロットを備えた、オプションの Cisco Catalyst 9200
シリーズスイッチのアップリンクネットワークモジュールを示します。

表 3 :サポートされるネットワークモジュール

説明ネットワークモジュール

このモジュールには 1GSFPモジュール用のスロットが 4つありま
す。標準の SFPモジュールであればどのような組み合わせでもサ
ポートされます。SFP+モジュールはサポートされません。

1Gネットワークモジュールに SFP+モジュールを挿入しても、そ
のSFP+モジュールは動作せず、スイッチのログにエラーメッセー
ジが記録されます。このモジュールは、C9200マルチギガビット
イーサネットスイッチではサポートされません。

C9200-NM-4G

このモジュールには 10G SFPモジュール用のスロットが 4つあり
ます。各ポートは 1Gまたは 10G接続をサポートします。標準の
SFPモジュールであればどのような組み合わせでもサポートされ
ます。

このモジュールは、C9200スイッチの1Gおよびマルチギガビット
イーサネットスイッチモデルの両方でサポートされます。

C9200-NM-4X
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説明ネットワークモジュール

このモジュールには 25ギガビットイーサネット SFP28モジュー
ル用のスロットが 2つあります。SFPモジュール、SFP+モジュー
ル、および SFP28モジュールであればどのような組み合わせでも
サポートされます。

このモジュールは、C9200マルチギガビットイーサネットスイッ
チでのみサポートされます。

C9200-NM-2Y

このモジュールには 2個の 40Gスロットがあり、各スロットに
QSFP+コネクタがあります。

このモジュールは、C9200マルチギガビットイーサネットスイッ
チでのみサポートされます。

C9200-NM-2Q

スイッチにアップリンクポートがない場合、このブランクモジュー

ルを挿入して、十分なエアーフローを確保します。

C9200-NM-BLANK

ネットワークモジュールの取り付けの詳細については、ネットワークモジュールの取り付け

を参照してください。

（注）

背面パネル
スイッチの背面パネルには、StackWiseコネクタ、ファンモジュール、および電源モジュール
が設けられています。

図 3 : C9200Lスイッチの背面パネル

青色ビーコン LED4RJ-45コンソールポート1
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MGMT（RJ-45 10/100/1000管理ポー
ト）

5C9200Lスイッチの固定ファンモ
ジュール

2

StackWise-80ポートコネクタ6電源モジュールスロット3

図 4 : C9200スイッチの背面パネル

青色ビーコン LED4RJ-45コンソールポート1

MGMT（RJ-45 10/100/1000管理ポー
ト）

5C9200スイッチのモジュラ型ファン
モジュール

2

スタックブランクを取り付けた

StackWise-160ポートコネクタ用ス
ロット

6電源モジュールスロット3

RFIDタグ
スイッチは、前面に向いたパッシブ RFIDタグを内蔵しています。タグは UHF RFID技術を使
用しているため、互換性のあるソフトウェアを搭載した RFIDリーダが必要です。RFIDタグ
の自動識別機能により、アセットの管理やトラッキングが実現します。RFIDタグはGeneration
2 GS1 EPC国際規格と互換性があり、ISO 18000-6Cに準拠しています。動作帯域は 860～ 960
MHz（UHF）です。詳細については、『Radio Frequency Identification (RFID) on Cisco Catalyst
9000 Family Switches White Paper』を参照してください。

StackWiseポート
StackWiseポートは StackWiseスタック構成でスイッチの接続に使用されます。スイッチには
0.5mのStackWiseケーブル（StackWise）が付属しています。このケーブルを使用してStackWise
ポートに接続できます。StackWiseケーブルの詳細については、StackWiseポートへの接続を参
照してください。
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承認されているケーブルのみを使用し、同様の Cisco製機器にのみ接続してください。承認さ
れていないシスコ製ケーブルまたは機器に接続すると、機器が損傷するおそれがあります。

注意

電源モジュール

スイッチには、現場交換可能なメインAC電源モジュールと、ホットスワップおよび現場交換
が可能な冗長 AC電源モジュールが搭載されています。スイッチには、1つまたは 2つの内部
電源モジュールから電源が供給されます。PoE機能を備えたスイッチでは、冗長電源を使用し
て追加の PoE電力を供給することもできます。

Cisco Catalyst 9200シリーズスイッチでサポートされている電源モジュールを次に示します。

• PWR-C5-125WAC

• PWR-C5-600WAC

• PWR-C5-1KWAC

• PWR-C6-125WAC

• PWR-C6-600WAC

• PWR-C6-1KWAC

スイッチには、2つの内部電源モジュールスロットがあります。2台の AC電源モジュール、
または 1台の電源モジュールとブランクモジュール（PWR-C5-BLANK）を使用できます。

スイッチは、1台または 2台のアクティブな電源モジュールで動作します。

スイッチモデル（1ページ）は、各スイッチモデルに付属するデフォルトの電源モジュー
ルを示しています。すべての電源モジュール（ブランクモジュールを除く）にはファンが内蔵

されています。すべてのスイッチは、2番目の電源スロットがブランクの電源モジュールの状
態で出荷されます。AC電源モジュールには、AC電源コンセントに接続するための電源コー
ド（CAB-TA-XXX）がそれぞれ付属しています。

一方の電源モジュールスロットが空の状態で、スイッチを動作させないでください。シャーシ

を正しく冷却するために、どちらの電源モジュールスロットにも電源モジュールまたはブラン

クモジュールを取り付ける必要があります。

注意

電源モジュールは、100～ 240 VACの入力電圧をサポートするオートレンジングユニットで
す。出力電圧の範囲は、125 W電源の場合は 12～ 12.5 V、600 Wおよび 1000 W電源の場合は
54～ 56 Vです。

すべてのPoE対応スイッチは、両方の電源モジュールとともに設置した場合、全PoE（48ポー
トスイッチの場合は 1440 W、24ポートスイッチの場合は 740 W）をサポートします。一部の
PoE対応スイッチは、370Wの PoEバジェットを提供する 600W電源モジュールのみをサポー
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トします。スイッチに 1つの電源モジュールが取り付けられている場合、使用可能な POEバ
ジェットは 370 Wと 740 Wです（2つの電源モジュールが取り付けられている場合）。

次の各表は、使用可能な PoEと、PoEスイッチモデルの PoE要件を示しています。

表 4 :使用可能な PoEと対応する AC電源

冗長電源を使用しての

全 PoE
使用可能な PoEデフォルトの電源モデル

C9200スイッチ

740 W370 WPWR-C5-600WACまた
は PWR-C6-600WAC

C9200-24P

1440 W740 WPWR-C5-1KWACまた
は PWR-C6-1KWAC

C9200-48P

--PWR-C5-125WACまた
は PWR-C6-125WAC

C9200-24T

--PWR-C5-125WACまた
は PWR-C6-125WAC

C9200-48T

740 W370 WPWR-C5-600WACまた
は PWR-C6-600WAC

C9200-24PB

1440 W740 WPWR-C5-1KWACまた
は PWR-C6-1KWAC

C9200-48PB

740 W370 WPWR-C5-600WACまた
は PWR-C6-600WAC

C9200-48PL

740 W370 WPWR-C5-600WACまた
は PWR-C6-600WAC

C9200-24PXG

1440 W740 WPWR-C5-1KWACまた
は PWR-C6-1KWAC

C9200-48PXG

C9200Lスイッチ

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-24P-4G

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-24P-4X

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-24PXG-2Y

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-24PXG-4X

——PWR-C5-125WACC9200L-24T-4G

——PWR-C5-125WACC9200L-24T-4X
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冗長電源を使用しての

全 PoE
使用可能な PoEデフォルトの電源モデル

1440 W740 WPWR-C5-1KWACC9200L-48P-4G

1440 W740 WPWR-C5-1KWACC9200L-48P-4X

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-48PL-4G

740 W370 WPWR-C5-600WACC9200L-48PL-4X

1440 W740 WPWR-C5-1KWACC9200L-48PXG-2Y

1440 W740 WPWR-C5-1KWACC9200L-48PXG-4X

——PWR-C5-125WACC9200L-48T-4G

——PWR-C5-125WACC9200L-48T-4X

電源モジュールは 2つのステータス LEDを備えています。

表 5 :スイッチ電源モジュールの LED

説明←]説明→]

出力がディセーブルであるか、入力

が動作範囲外です（AC LEDは消
灯）。

消灯AC電源が入力されていません。消灯

スイッチへ電力を供給しています。グリーンAC入力電源が供給されています。グリーン

出力が停止しました。レッド

ファンモジュール

Cisco Catalyst 9200シリーズスイッチは、内部固定型 12-Vファンモジュール 2つと、現場交
換可能なファンモジュール（C9200-FAN=）2つをサポートします。C9200モデルはモジュラ
型ファンをサポートし、C9200Lモデルは内部固定ファン 2つを提供します。

それぞれのスイッチモデルでサポートされているファンモジュールのタイプについては、ス

イッチモデル（1ページ）を参照してください。

空気循環システムは、ファンモジュールと電源モジュールで構成されています。エアーフロー

のパターンは、電源の構成によって異なります。ファンのいずれかに障害が発生した場合、ス

イッチは周囲温度で動作できます。

図 5 :スイッチのエアーフローパターン

次の図は、スイッチのエアーフローのパターンを示しています。青い矢印は冷気のエアーフ

ロー、赤い矢印は暖気のエアーフローを表します。
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イーサネット管理ポート

10/100/1000イーサネット管理ポートまたはいずれかのコンソールポートを使用して、スイッ
チをWindowsワークステーションなどのホストやターミナルサーバに接続できます。10/100/1000
イーサネットアウトオブバンド管理ポートは、仮想ルーティングおよびフォワーディング

（VRF）インターフェイスであり、RJ-45クロスケーブルまたは RJ-45ストレートケーブルを
使用して接続します。

10/100/1000イーサネット管理ポートは、Windowsワークステーションまたはターミナルサー
バに接続するRJ-45コネクタです。同じスイッチの別のポートまたは同じスイッチスタック内
の任意のポートに、このポートを接続しないでください。

（注）

次の表に、イーサネット管理ポート LEDの色と意味を示します。

表 6 :イーサネット管理ポート LED

説明色

リンクはアップ状態ですが、アクティビティ

はありません。

緑色

リンクはアップ状態で、アクティビティがあ

ります。

グリーンに点滅

リンクがダウンしています。消灯

RJ-45コンソールポート
RJ-45コンソールポートの接続には、付属の RJ-45/DB-9メスケーブルを使用します。
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次の表に、RJ-45コンソールポート LEDの色と意味を示します。

表 7 : RJ-45コンソール LED

説明色

RJ-45コンソールポートがアクティブです。緑色

ポートはアクティブではありません。消灯

ネットワーク構成
ネットワーク構成の概念と、スイッチを使用して専用ネットワークセグメントを作成し、ファ

ストイーサネットおよびギガビットイーサネット接続で相互接続する例については、スイッ

チのソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。
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